クフ王のピラミッドの四角の位置と対角線の決め方」
以下に、クフ王のピラミッド（大ピラミッド）の四角形の位置決定方法と、対角線（＝方位・角の決め方）に関する学術的に知られている内容を、検索結果に基づいて整理して説明します。
🏺 クフ王のピラミッド
四角形の位置（底辺の配置）はどう決められたのか？
⭐ 1. 地盤の選定
ピラミッド建設では、まず堅固で水平な地盤を選ぶことが技術者の重要な役割だったとされています。 ギザ高原は固い石灰岩層が広く露出しており、巨大建造物に適した場所でした。
2. 方位（東西南北）の決定
古代エジプト人は、星の観測によって正確な方位を決めたと記録されています。
· 北極星がまだ現在ほど安定していなかった時代、 北の星の通過点を観測して真北を決定したと考えられています。
· これにより、クフ王のピラミッドは真北からわずか3分角以内という驚異的な精度で配置されています。
· ⭐ 3. 水平の決定
· 水平はナイル川の水を利用して測定したとされています。 水面は自然に水平になるため、巨大な基準線を作るのに最適でした。
· 🔺 四角形の形状（直角）の決め方
· ⭐ 4. 直角は「3:4:5 の結び目ロープ」で作った
· 古代エジプトでは、等間隔に結び目をつけたロープで 3:4:5 の三角形を作り、直角を作る技術が使われていました。
· これは現代でいう「ピタゴラスの定理」の実用版で、 3² + 4² = 5² となるため、3:4 の辺の間は必ず直角になります
· 🔺 対角線（角の位置）はどう決めたのか？
· ピラミッドの四隅を決めるには、 ①方位（東西南北） ②直角 ③辺の長さ が揃えば決定できます。
· 古代エジプト人は次の手順で角を決めたと考えられています：
· 5. まず基準線（東西線）を引く
· 星の観測で決めた真東–真西の線を地面に引く。
· ⭐ 6. 直角を作り、南北線を引く
· 3:4:5 ロープで東西線に直角を作り、南北線を引く。
· ⭐ 7. 辺の長さを測って四角形を作る
· クフ王のピラミッドの一辺は約 230.4m。 この長さをロープで測り、東西線・南北線に沿って四隅を決める。
· ⭐ 8. 対角線は自然に決まる
· 四角形の四隅が決まれば、 対角線は自動的に決まるため、特別な測定は不要。
· ただし、実際には四隅の位置を確認するために 対角線の長さが一致するかどうかを測って誤差を調整した と考えられています。
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さらに深く知りたい場合
クフ王のピラミッドの設計思想（高さと底辺の関係、円周との関係など）については、藤原嗣允氏の研究が詳しいです。
必要なら、 ・図解 ・手順のイラスト化 ・現代測量との比較 なども作れます。
https://tugumasab32.com/wp-content/uploads/2023/01/e392f9aa4316761bcf53139410265102-13.docx
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